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研究背景

少子高齢化

年金改革

• 日本：厚生年金の加入対象拡大、遺族年金の見直し、標準報酬月額の上限引き上げ

• 韓国：保険料率 9% → 13%(8年間で)、 所得代替率 40% → 43%

• 日本 • 韓国



研究背景

• 若年層の年金制度への不信感

• 未納・未加入の増加

• 政策議論の空転

共通する問題



• 金融リテラシーは資産形成・老後計画に重要
→ 基礎知識が高いほど、早期から計画的に資産形成

• 低リテラシー層は専門家に相談せず、情報から遠ざかる負のスパイラル

金融リテラシー理論

研究背景：先行研究



研究背景：先行研究

• 金融リテラシー理論は年金分野にも適用可能

• 両者に強い正の相関

• 年金リテラシーの定義：
制度の理解＋自分のライフプランに応じて意思決定する能力

金融リテラシーと年金リテラシーの関係 （佐々木 2017）



問題意識：社会的影響と教育介入の必要性

若年層の未
納増加

政策への誤
解・無関心

老後貧困リ
スクの増大

年金リテラシー不足がもたらす社会問題

義務教育段階での教育介入が必要な理由

• 誤った認識が固まる前の若年期教育は長期的行動変容につながる

• →年金教育の年金リテラシーへの効果に関する研究はほぼ存在しない



研究目的と意義

• 義務教育段階での「年金教育の効果」検証

• 教育モデルの提示と政策的示唆

• 本研究の立場：単に年金制度の肯定ではなく、若年層の年金リテ
ラシーを高め適切な判断と議論を可能にすること

目的



• 義務教育段階における年金教育の効果を多角的に検証する。
１. 中学3年生を対象とした模擬授業と授業前後のアンケート調査（231名）

２. 日韓の若年層を対象としたアンケート調査により、

年金リテラシーと学習意欲の関係を国際比較の観点から検証（日115名、韓69名）

３. 厚生労働省の年金担当者および日韓の教員へのインタビュー調査により、

政策立案側と教育実施側の認識のギャップを確認

調査設計



中学校フィールドワーク

• 中学3年生（231名）の年金制度に対する認識と授業効果の分析を行った

• 手法

授業前後で同様のアンケートに回答してもらう

主観的理解度・信頼度・政策評価・正答数という4つの指標を使用

授業による理解・態度変化の可視化を調査目的とした



中学校フィールドワーク

授業前：

正答数平均 2.08

生徒は年金を「知らない」ことが不信の最大の原因

信頼できない理由の67％は「知らないから」

授業後：

正答数平均 3.02

わずか50分授業で全指標に向上が見られる



中学校フィールドワーク

• 4つの評価指標が、どの要素に強く影響されているかを示すために重回
帰分析を行った

• 重回帰分析の結果：

若年層の信頼形成は「知識量」ではなく主に「主観的理解」、そして政策評
価が影響していることが分かった

理解度と信頼度において、授業前後で評価指標に対する規定要因の変化
や、影響度の増加が見られた



中学校フィールドワーク

【重回帰分析の推定式】 ※各変数がとる値はすべて１≦x≦５

信頼度 （x₁=理解度、 x₂=正答数、x₃=政策評価）

講義前： y＝0.679+0.188x₁+0.038x₂+0.499x₃

講義後： y=1.286+0.286x₁－0.008x₂+0.357x₃



従属変数 独立変数 β t値 p値 R²

授業前 信頼度 理解度 0.213 3.825 ＜0.01 0.323

政策評価 0.5 9.011 ＜0.01

正答数 0.048 0.868 0.387

授業後 信頼度 理解度 0.262 4.358 ＜0.01 0.303

政策評価 0.39 6.473 ＜0.01

正答数 －0.012 －0.223 0.824

中学校フィールドワーク



中学校フィールドワーク

• 授業は中立層を大きく動かしたが、構造的不安は残る

信頼理由記述項目 中立 73% 45%

肯定 5% 36%（大幅増加）

否定 22% 19%（ほぼ変わらず）

政策評価記述項目 中立 69% 47%

肯定 11% 33%



中学校フィールドワーク

• 結果：

若年層にとって「理解した気になる」ことが信頼形成の鍵

制度への根本的不安は一時的授業だけでは解決しにくい

学校教育が適切な判断材料を提供する重要性



日韓若年層アンケート

• 調査設計（日本115人、韓国69人）

o 主観的理解度、年金制度に対する信頼度、現在年金政策評価を１〜5の尺度で回答
してもらった。

 「年金制度に対する信頼度」と「現在年金政策は良いと思う」の2問について、そ
の理由を記述式で回答してもらった。

o 傾向度項目9問（年金について家庭で話したことがある、年金に関するニュースに興
味があるなど）

o 理解度項目5問（国民年金受給開始年齢、厚生年金の保険料率など）



日韓若年層アンケート

主観的理解度の平均値は、日
本が2.8、韓国が3.5であり、韓国
の方が有意に高かった。

信頼度、正答数については日韓
で有意な差は見られなかった。



日韓若年層アンケート

• 年金制度に対する信頼度



日韓若年層アンケート

• 現在年金政策は良いと思う



日韓若年層アンケート

• 重回帰分析の結果「従属変数：知識（正答数）」

o R² = .080（説明力 8.0%）モデル全体：F(5, 178) = 3.076, p = .011（有意）

変数 標準化係数β p値 解釈

信頼度 -.173 .018 5％水準で有意

主観的理解度 .125 .097 10％の水準で有意傾向

情報探索経験 .127 .094 10％の水準の有意傾向

国籍（日本＝１、
韓国＝0）

.087 .274 有意でない

年齢 -.083 .274 有意でない



日韓若年層アンケート

• 重回帰分析の結果「従属変数：主観的理解度」

o R² = .232(説明力23.2%) モデル全体 : F(5,178)=10.739, p<.001(有意)

変数 標準化係数β p値 解釈

信頼度 .055 .417 有意ではない

知識（正答数） .144 .035 5%水準で有意

情報探索経験 .217 .002 1%水準で有意

国籍（日本＝１、
韓国＝0）

-.338 <.001 最も強い負の影響（韓国の方が理解度
が高い）

年齢 .094 .173 有意ではない



日韓若年層アンケート

• ロジスティック回帰分析の結果「従属変数：学習意欲」

o モデル全体：Nagelkerke R²=.110（説明力11.0%）χ²(5)=13.17, p=.022

変数 B P Exp(p) 解釈

信頼度 .415 .039 1.514 信頼度が１上がると、学習意欲が1.5倍に増加

主観的理解度 -.268 .140 .765 有意でない

知識（正答数） -.081 .650 .922 有意でない

国籍（日本＝１、
韓国＝0）

.628 .162 1.874 有意でない（日本/韓国の差なし）

年齢 .071 .180 1.074 有意でない



日韓若年層分析結果のまとめ

• 韓国の若者は日本より主観的理解度が高い。

• 日韓で年金制度への信頼度・知識量はほぼ同じ。

• 学習意欲を高める最重要因子は「年金制度への信頼」。

• 主観的理解度は、信頼を介して学習意欲に影響を与える。

• 教育介入では「制度への信頼形成」が極めて重要。



インタビュー
①厚生労働省年金部門担当者

• 厚生労働省の認識と限界

Q. 年金教育の現状について教えてください。

A. 教材、ショート動画、パワポ資料などを配信している。

将来受給可能な年金額を簡単に計算できる「公的年金シミュレーター」も行なっている。

Q. 得られた成果や、課題と感じている点を教えてください。

A. 若年期からの年金教育の導入、強化の必要性が指摘され、高校での「ライフプラン」との連携が求められる。

年金広報検討会で議論しながら検討してまいりたいと考えている。

Q. 義務教育段階で年金教育を導入する可能性についてどう考えていますか。

A. 生活設計と年金に関する世論調査では中学、高校における年金教育の充実をあげる者が、若年層ほど高い。

年金広報検討会も参考いただき、教育の現場の声を聴きながら、必要な支援を行う方針である。



インタビュー
②日本の中学校教員

• 教員の年金教育の実態に関しての率直な指摘

Q. 年金教育の現状についての意見を教えてください。

A. 年金という言葉は教科書で触れられるが、「制度があります」という程度の説明に留まります。

担当教科でないため、深く教えることができないし、教員研修もほとんど存在しません。

年金教育に十分な時間を割くことが困難です。アップデートされた情報を得る機会もなく、

教科書は数年ごとにしか改訂されないため、誤った認識を生徒に伝えてしまうリスクがあります。

Q. 年金についてどう思いますか。

A. 年金払ってももらえない、少子化で不透明という不信感があります。

Q. 教育制度の改善のため必要な要素は何ですか。

A. 大人になったときのことをもっと学ぶ必要があると思います。



• 韓国教育の問題点

Q. 年金教育の現状について教えてください。

A. 大学入試中心の授業構造、特に受験科目である「社会文化」では、

「社会保険vs公的扶助」の比較問題が出題されるため、その範囲のみを教えます。

国民年金の導入経緯や意義についてはほとんど扱いません。

Q. 年金についての学生の認識はどうですか。

A. 年金を遠い世界の話として認識しています。

収入の実感がないため、保険料上昇や将来の影響を理解していません。

Q. 年金教育強化の方向性について意見はありますか。

A. 制度の存在を知らせるだけなら現状で十分だが、世代間対立や制度改革の理解を目的とするなら、

産業構造の変化・失業・所得不安定化などのデータを使い、共感的理解を促す教育が必要です。

インタビュー
③韓国の高校教員



インタビュー
考察

• 厚生労働省が情報は提供しているが、その情報が実際に届いているか、
理解されているか、活用されているかについては持続的に確認する必要
があることを示している。

• 教員自身が実用的な教育の必要性を認識しているが、現行のカリキュラ
ムではそれを実現できないというジレンマを示している。

• 必要性には同意するが、実際は負担感も大きいとの発言は、年金教育
の拡充には教員への支援が不可欠であることを示している。



本研究の限界と今後の課題

【方法論上の限界】
• 因果推論の限界

→横断データ使用

• サンプルの代表性

→フィールドワーク：１校（N＝231名）

→アンケート：日韓若年層（N＝184名）

• 長期的効果の未検討

→授業直後の効果のみ測定



本研究の限界と今後の課題

【理論的課題】

① 日韓差異の要因分析 → さらなる比較研究が必要

② 不完全な知識は誤解を強める



2025/12/1

具体例：本授業での事例

授業で学んだ
賦課方式

→ 生徒が抱いた理解
人口減少で年金は不安定？

 授業で扱った内容

• 賦課方式の仕組み

• 現役世代が高齢者を支える構造

• 人口動態との関係

 今回扱っていない内容

• マクロ経済スライド

• 財政検証

• 給付調整メカニズム

授業のみで得た限定的な知識だけでは誤解が生まれる→授業外での自走学習が必要



政策提言：自走的学習モデル

• 理解の実感の醸成：主観的理解度

• 学習意欲の喚起：「限界を示し、もっと知りたいを誘発する授業」

• 自走的学習への誘導：自発的な情報検索

• メディアリテラシー教育との融合

自走的学習を促す教育設計



政策提言

• 年金教育が中学生の年金リテラシーを大幅に向上させる

• 若年期の教育介入は長期行動変容をもたらす

本研究で明らかになった連鎖構造：自走的学習モデル
主観的理解度 → 信頼度 → 学習意欲 → 自走的学習

義務教育段階での年金教育導入



政策提言

• 中学3年生を対象に、年金教育を義務教育へ導入

• 連鎖構造（理解→信頼→意欲→自走）を実現する教育設計を採用

• 教員研修・標準教材・専門家派遣で学校を支援

• 文科省＝「学ぶ起点」／厚労省＝「自走的学習のインフラ」 の連携を制
度化

まとめ



ご清聴ありがとうございました。
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